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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第１区分
【発行日】平成23年11月24日(2011.11.24)

【公開番号】特開2011-132121(P2011-132121A)
【公開日】平成23年7月7日(2011.7.7)
【年通号数】公開・登録公報2011-027
【出願番号】特願2010-265754(P2010-265754)
【国際特許分類】
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【手続補正書】
【提出日】平成23年10月7日(2011.10.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　チタン酸バリウムおよび該チタン酸バリウムに対して０．０４質量％以上０．２０質量
％以下のマンガンを含有する圧電セラミックスであって、前記圧電セラミックスを構成す
る結晶粒は円相当径が３０μｍ以上３００μｍ以下の結晶粒Ａと、円相当径が０．５μｍ
以上３μｍ以下の結晶粒Ｂを含有し、前記結晶粒Ａおよび前記結晶粒Ｂは各々が凝集して
凝集体を形成し、かつ前記結晶粒Ａの凝集体と、前記結晶粒Ｂの凝集体が混合しているこ
とを特徴とする圧電セラミックス。
【請求項２】
　前記結晶粒Ａの凝集体と、前記結晶粒Ｂの凝集体が海島構造を形成していることを特徴
とする請求項１に記載の圧電セラミックス。
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【請求項３】
　前記結晶粒Ａと前記結晶粒Ｂがともに、中心非対称である同一の結晶構造を有するチタ
ン酸バリウムを含有することを特徴とする請求項１または２に記載の圧電セラミックス。
【請求項４】
　前記結晶粒Ａと前記結晶粒Ｂの結晶構造がともに正方晶構造であることを特徴とする請
求項３に記載の圧電セラミックス。
【請求項５】
　前記結晶粒Ｂの凝集体が、前記海島構造の島部分を形成していることを特徴とする請求
項２に記載の圧電セラミックス。
【請求項６】
　前記圧電セラミックスの表面または断面で観測した際の前記結晶粒Ａの占める割合が４
０面積％以上８６面積％以下であることを特徴とする請求項１乃至５のいずれかの項に記
載の圧電セラミックス。
【請求項７】
　前記圧電セラミックスの表面または断面で観測した際の前記結晶粒Ｂの凝集体の占める
割合が１４面積％以上６０面積％以下であることを特徴とする請求項１乃至５のいずれか
の項に記載の圧電セラミックス。
【請求項８】
　前記結晶粒Ａと前記結晶粒Ｂが、チタン酸バリウムおよび該チタン酸バリウムに対して
０．０４質量％以上０．２０質量％以下のマンガンを含有することを特徴とする請求項１
乃至７のいずれかの項に記載の圧電セラミックス。
【請求項９】
　前記圧電セラミックスは、前記結晶粒Ａと前記結晶粒Ｂの円相当径の条件を満たさない
結晶粒Ｃを含有し、前記圧電セラミックスの表面または断面で観測した際の前記結晶粒Ｃ
の占める割合が１０面積％以下であることを特徴とする請求項１乃至８のいずれかの項に
記載の圧電セラミックス。
【請求項１０】
　第一の電極、圧電セラミックスおよび第二の電極を少なくとも有する圧電素子であって
、前記圧電セラミックスが請求項１乃至９のいずれかに記載の圧電セラミックスであるこ
とを特徴とする圧電素子。
【請求項１１】
　請求項１０に記載の圧電素子を配した振動部を備えた液室と、前記液室と連通する吐出
口を少なくとも有する液体吐出ヘッド。
【請求項１２】
　請求項１０に記載の圧電素子を配した振動体と、前記振動体と接触する移動体と、を少
なくとも有する超音波モータ。
【請求項１３】
　金属換算で０．０５質量％以上２．０質量％以下のマンガンを含有するチタン酸バリウ
ム粒子１と、金属換算で０．０４質量％未満のマンガンを含有するチタン酸バリウム粒子
２を少なくとも混合した混合物を焼結処理する工程を少なくとも有することを特徴とする
圧電セラミックスの製造方法。
【請求項１４】
　前記チタン酸バリウム粒子１と前記チタン酸バリウム粒子２の混合物に含有されるチタ
ン酸バリウム粒子１の含有量が、２質量％以上９０質量％以下であることを特徴とする請
求項１３に記載の圧電セラミックスの製造方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【００１５】
　前記課題を解決するための超音波モータは、上記の圧電素子を配した振動体と、前記振
動体と接触する移動体と、を少なくとも有する超音波モータである。
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